
 

（第２号様式）   
令和５年４月 28 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立藤沢清流高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①単位制の利点
をいかして、適
切な教育課程の
編成とカリキュ
ラム・マネジメ
ントに学校全体
で取り組む。 
 
 
 
 
②主体的・対話
的で深い学びや
探究活動が進む
よう組織的な授
業改善と研究開
発に取り組む。 

①新旧それぞれ
の教育課程に基
づく進路選択の
ための履修指導
を行う。 
①新旧それぞれ
の指導計画にも
とづいた授業づ
くりをめざす。 
 
 
②アクティブラ
ーニング型授業
に本校の特色で
ある 21世紀型リ
ーダーシップに
よる教育を結び
付け、主体的・
対話的で深い学
びをさらに推進
していく。 
 

①選択科目の予備
調査や選択科目説
明会とともに三者
面談などを通じて
生徒・保護者と情
報共有を図りなが
ら、個々の生徒の
進路にあった履修
指導を行う。 
教科内で指導計画
の検証を行う。 
②アクティブラー
ニング型授業、21
世紀型リーダーシ
ップについて、教
員一人ひとりが
様々な場面で活用
できるよう、教員
研修の実施や併せ
て、生徒対象のリ
ーダーシップ研修
の実施も計画す
る。 
 

①個々の生徒の
進路志望に対応
した科目選択が
できたか。 
当初の指導計画
の指導と評価は
適切だったか。 
 
 
 
 
②組織的な取組
ができるよう教
員、生徒対象に
研修等を行い、
課題や改善策を
明確にしたか。 
②授業観察のほ
か、研修を通し
た教員間の学び
合いや授業改善
に向けた協議な
どがなされてい
たか。授業見学
や公開授業等の
方策を検証、実
現したか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①部活動の充実
を学校全体で支
え、部活動を通
じて豊かな人間
性や社会性を培
う。 
 
 
 
②組織的な生徒
指導・支援体制
を充実させ、生
徒一人ひとりに
きめ細かく対応
する。 

①活発に活動で
きるようなイン
フラの整備と生
徒の自主的な行
事運営の支援を
図る。 
 
 
 
②職員の共通理
解のもと、組織
的な生徒指導・
支援体制の充実
を図り、生徒の
基本的生活習慣
の確立や問題行
動の未然防止に
取組む。 

①生徒会予算の執
行を計画的に行
い、部活動環境の
整備に努めるとと
もに、行事等で生
徒が主体となって
マネジメントをす
るための支援を行
う。また、アンケ
ート等を活用し、
生徒の意見や感想
などの情報共有を
図る。 
②定期的な服装・
頭髪指導、交通安
全指導を組織的に
行う。また、巡回
指導を毎日行い、
問題行動等の未然
防止に努める 

①活発な部活動
の目標として入
部 率 が 生 徒 の
85％以上となっ
たか。 
行事終了後に生
徒の達成感が、
90％以上である
か。 
 
 
 
 
②服装･頭髪の指
導件数が減少し
たか。交通事故
の減少や生徒の
交通マナーの向
上 が 図 ら れ た
か。 

     

３ 進路指導・支援 

①キャリア教育
を通じて自らの
課題に前向きに
取り組む生徒の
育成を図る。 

①総合的な探究
の 時 間 と 各 教
科・科目の授業
を繋げ、生徒の
深 い 学 び を 促

①各教科・科目の
授業担当教員が、
日頃の授業で探究
的な学びを意識し
て指導にあたる。

①ポートフォリ
オの活用方法や
総合的な探究の
指導計画の見直
し等を、生徒の

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

②生徒の進路希
望実現に向けて
きめ細かな支援
を 組 織 的 に 行
う。 
 

す。また、総合
的な探究の時間
を３年間の枠組
みで計画的に進
める。 
生徒がこれから
の生き方・在り
方をポートフォ
リオの活用も含
めて、主体的に
取り組み、個々
の進路実現につ
なげるように指
導する。 

総合的な探究の時
間とＬＨＲの３年
間の指導計画を見
直し、改善を図
る。 
探究的な学びが上
級学校の進学ある
いは就職に繋がる
ようポートフォリ
オ活用の具体的な
方法を指導し、併
せてキャリアガイ
ダンスを活用し、
生徒の意識啓発に
努める。 

実情やニーズを
踏まえ検証、実
践することがで
きたか。また、
教科横断的な視
点をもった学習
指導を実現でき
たか。 

４ 地域等との協働 

①地域との協働
を推進し、地域
とともにある学
校づくりを進め
る。 
②地域貢献活動
などを通じて、
地域と連携した
教育活動を推進
する。 

①学校運営協議
会における意見
交 換 等 を 踏 ま
え、本校の良さ
を生かした学校
づくりを進める
とともに、本校
の魅力について
積極的に発信し
てゆくための方
策 の 充 実 を 図
る。 
②三校交流をは
じめ近隣の学校
との連携や地域
防災、地域福祉
等と学校におけ
る教育活動を結
び付け、開かれ
た学校づくりを
進める。 

①学校説明会やオ
ープンスクール、
部活体験等を通じ
て、本校の魅力と
特色を伝える企画
内容を工夫する。 
 
 
 
②三校交流をはじ
め近隣の学校と連
携し、地域事業な
どにも参加を促
す。また、学習し
た内容を地域活動
や生徒の実生活で
生かせるような指
導を工夫する。 

①学校説明会や
オープンスクー
ルを通して本校
の魅力を効果的
に伝えるよう、
広報活動を見直
したか。 
 
 
 
 
②地域の行事等
に積極的に関わ
ることができた
か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①教育環境の整
備 に 努 め 、 安
全、安心で明る
い学校づくりを
推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
②事故・不祥事
防 止 を 徹 底 す
る。教員の働き
方 改 革 を 推 進
し、前向きに働
ける職場づくり
に努める。 

①学校目標達成
に向け、校内の
学習環境の整備
と衛生管理を行
う。 
 
 
 
 
 
 
 
②事故・不祥事
防止に向けた取
り組みを行うと
ともに、情報管
理や業務の精査
を行い、 
教員の働き方改
革に取り組む。 

①教育環境の整
備、特にＩＣＴの
利活用を促進でき
るような整備を進
めるよう努める。 
 
①校務で活用して
いる情報を整理
し、業務の継続性
を持たせるととも
に、課題を共有し
改善する方策を検
証する。 
②事故不祥事防止
に継続的に取り組
む。 

①施設設備及び
清掃活動等も含
め、環境整備に
職員生徒で協力
して取り組んだ
か。 
①ＩＣＴ機器の
管理体制を整備
し、より活用回
数等を増やすこ
とができたか。 
②Ｔｅａｍｓの
活用、電子デー
タの管理方法を
見直し、スムー
ズな情報共有や
業務の引継ぎを
可能とし、組織
として業務遂行
が可能な体制が
構築できたか。 
 

     

 



 

 


